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「分からないことは、まずは検索して調べてみよう！」 

この合言葉は日本だけでなく全世界の共通言語になっています。

インターネット検索は、最新情報へのアクセスの仕方を変えただけ

でなく、情報についての考え方そのものを変えてしまったといって

も大袈裟ではないでしょう。この検索という文化をユーザーに広く

浸透させたのがGoogleです。 

本書は、Googleがどのような考えのもと検索の仕組みを作ってい

るのか、どのようなインパクトで世界に影響を与えてきたのか、検

索エンジンの基盤となる仕組みを紹介するものです。 

Googleの核心に触れるのが初めての方には全体像がつかめる新

鮮な情報がありますし、すでに多くの知識を蓄えている方も、再確

認をすることでこれまでより深い洞察が得られれば幸いです。 

 

 

今後、Googleがどのように進化していくかは、Googleのみが知るこ

とですが、検索ユーザーのニーズを正確に叶えるべく、巨大なシ

ステムが知性をもち、人工知能で一人一人のユーザーに向かい

合うことになるのかも知れません。 

 

 

Googleのみならず、インターネット業界の進歩は著しく、本書公開

後に新たな仕組みが導入されるのは、ある意味宿命です。リアル

タイムな情報を伝えることは本書では出来ませんが、書き手の私

にできることは、ユーザーのみなさんが新たな出来事について判

断する助けになる材料を、本書で示すことと考えます。本ガイドラ

インがそのように活用されることを、そしてGoogleについての理解

を深めていただくことを願っています。 

 

フルスピード SEO部 

SEOコンサルタント 深井 

2014年4月末日 
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１. はじめに 

この章では、 

「Googleの歴史・世界のシェア・日本

市場のシェア」などGoogle検索エンジ

ンの基盤となる基本情報についてご

紹介いたします。 

1998年9月に創業してから数十年、常に進化を遂げ、検索という独

自のマーケットを確固たるものにしたのがGoogleです。 

 

何かしらの情報を探しているとき、多くの人はインターネットの検

索に頼ることが多くなりました。これまで情報を得るには、マスコミ

4媒体であるテレビ・新聞・雑誌・ラジオがメインでした。しかし、こ

の4媒体に割って入ったのが検索です。 

場所を問わず、そしてリアルタイムに情報を得られる検索技術を

大きなマーケットに成長させ、ユーザーが求める情報にアクセスし

やすくしたGoogleの功績は非常に大きいものです。検索が毎日の

生活の中で、なくてはならないものになっている方も多いのではな

いでしょうか。 

 

 

 

 

 

Google検索ランキングの背景にある理念「最も関連性の高い結果

を返すこと」を考えると、Googleは今後も歩みを止めることはない

でしょう。 

私たちユーザーは、刷新や変化をひとつの好機と捕え、ユーザー

の満足度・信頼度の向上、そして市場における明確な差別化を随

時図り、ビジネスを一段上のレベルに引き上げる進化をともに実

行する必要があります。 

検索エンジンの進化は、Webビジネスについて、またユーザーへ

の価値を高めることについて深く探求するきっかけを与えてくれる

糸口と考えましょう。 

 

 

Section1. Google基本情報 
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Googleロゴの意味 

共同創設者のラリー・ペイジとサーゲイ・ブリンは、自分たちが開発した

検索エンジンに「Google」という名前を付けました。 1の後にゼロが100

個並んだ値を表す「Googol（ゴーゴル）」という数学用語をもじったもので、

無限に思えるWeb上の情報を体系化するという使命を反映したものです。  

Googleの使命 

1996年、スタンフォード大学の大学院生だったラリー・ペイジとサーゲ

イ・ブリンが開発した検索エンジン「BackRub（バックラブ）」がGoogle検

索エンジンのルーツです。1つ1つのWebページの重要度をリンクに基づ

いて判断するというものでした。その成果を事業化して1998年に創業し

た企業が現在のGoogleです。  

コンピュータサイエンス専攻の学生2人が大学の寮の1部屋で始めた取

り組みが、膨大な数の社員が世界各地のオフィスで展開する事業へと

拡大したのです。  

大きくなった今でも、Googleの信念は、 

「常にユーザーの利益を第一に考えることと、世界中の情報を整理し、

世界中の人々がアクセスできて使えるようにすること」です。 

創業 

1998年 

創設者 

ラリー・ペイジとサーゲイ・ブリン 

法人化 

1998 年 9 月 4 日  

株式公開（NASDAQ） 

2004 年 8 月 19 日  

本社 

1600 Amphitheatre Parkway 

Mountain View  CA 94043  

検索エンジンの取り組み 

google.comをはじめとする数百のGoogleドメインは、さまざまな言語で情報を検索、株価の動きやスポーツの

結果を確認、主なニュースをチェック、近所の郵便局やスーパーの住所を確認することができます。画像、動

画、地図、特許など、検索の対象を絞ることもできます。検索結果のページでは、ユニバーサル検索のテクノ

ロジーによって、入力した検索キーワードに対応するさまざまな情報が1つのページに集約されています。

パーソナライズ検索など、自分の興味や関心に合った情報を見つけやすくする機能もあります。 

検索はGoogleの原点であり、現在も事業の中心です。Googleは、技術面の設計や開発で、検索サービスに

最も時間を投じています。ユーザーが必要な情報をいつどこでも得られるようにするために、検索の性能や

速度を改良する余地が常に残っているからです。 

出典： Google japan（ https://www.google.co.jp/ ） 

２. Googleの概要 
Section1. Google基本情報 
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Googleの心臓部 

公式情報によると、データセンターは世界で12拠点あります。 

これまでは非公開でベールに包まれていたのですが、Googleの

データが詰まりに詰まった、いわゆる心臓部であるデータセンター

の一部が写真とストリートビューで公開されました。 

Googleらしく遊び心満載の内装、そしてSFのようなカッコよさを併せ

持った空間です。 

アメリカ 
7拠点 

 
アジア 

台湾・シンガポール 
 
ヨーロッパ 

フィンランド・ベルギー・アイルランド 

３. データセンター・ギャラリー 
Section1. Google基本情報 

出典： Google（https://www.google.com/about/datacenters/inside/locations/） 
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1997年09月 google.comドメインを取得 

1998年09月 Google創業（カリフォルニア州で検索サービスを開始） 

2000年05月 10言語でgoogle.comをリリース（フランス・ドイツ・イタリア・スペインなど） 

09月 日本語での検索サービスを開始 

10月 AdWordsを開始 

2001年04月 Yahoo! JAPANにGoogle検索エンジンを提供（2004年2月まで） 

08月 初の海外オフィスを東京に設立（日本法人Google株式会社） 

2003年03月 Google AdSenseを開始 

2005年02月 Googleマップをリリース 

11月 Google Analyticsを開始 

2006年10月 YouTube社の買収を発表 

2007年02月 Gmailを一般公開 

09月 Google Readerが日本語でリリース（2013年7月に終了） 

2008年08月 日本でストリートビューを公開 

09月 Google Chromeブラウザのベータ版を公開（同年12月正式リリース） 

2009年02月 Google日本が有料リンクのペーパーポスト使用でPR9→PR5にダウン 

2010年03月 中国本土から検索ビジネスの撤退を発表 

12月 Yahoo! JAPANにGoogle検索エンジンを提供 

2011年01月  Larry PageがCEOに就任することを発表、Eric Schmidtは会長に 

06月 ソーシャルサービス「Google+（プラス）」を発表（同年11月正式リリース） 

07月 Twitterとの業務提携が終了したことによりリアルタイム検索サービス閉鎖 

2012年01月 ソーシャル検索機能「Search Plus Your World（SPYW）」をリリース 

01月 Chrome公式サイトが検索ガイドライン違反でPR9→PR0にダウン 

03月 Google Playでデジタルコンテンツ配信サービスを開始 

４. Googleの歴史 
Section1. Google基本情報 
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原点である検索事業が、創業当時から変わらずGoogleの核であることが分かります。 

５. Google インターフェースの変更履歴 
Section1. Google基本情報 

1998年12月ころ 

2008年08月ころ 

2005年10月ころ 
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日本の検索エンジンシェア 

Yahoo!が2010年12月にGoogleの検索エンジンを

採用した後も、両検索エンジンのシェアやYahoo!

の来訪者数に変化は見られず、Yahoo!とGoogleが

シェアを二分している関係が数年続いている状態

です。 

 

台湾の検索エンジンシェア 

日本と同様にYahoo!とGoogleが人気を二分してい

ます。台湾のYahoo!はYahoo!奇摩（Kimo）という名

称で、2006年に台湾最大手のポータルサイトで

あったKimo.comをYahoo!が買収した際に、Kimoを

残したことが由来です。 

中国の検索エンジンシェア 

中国独自の検索エンジン百度が圧倒的な支持を

うけており独り勝ちの状況です。Googleは中国政

府の検閲問題で、中国国内からは香港サーバ経

由でしかアクセスできないことから伸び悩んでいる

状態です。 

韓国の検索エンジンシェア 

韓国産の検索エンジンが上位を占めており、運営

会社も3社とも大手企業で、力を入れた事業である

ことがうかがえます。中でもNaverの運営会社は

livedoorを買収した経緯もあり日本で一躍有名に

なったことで知られます。 

出典：米comScore 2011年3月調査結果 

49%

39%

3%
9%

Yahoo!

Google

Bing

その他

72%
7%

5%

16%

百度（Baidu）

搜搜（Soso）

Google

その他

65%
18%

4% 13%

Naver

Daum

Nate

その他

50%

29%

11%

10%

Yahoo!

Google

百度（Baidu）

その他

６. 各国の検索エンジンシェア （アジア編） 
Section1. Google基本情報 
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アメリカの検索エンジンシェア 

前回の結果では「Google65％、Yahoo!17％、

Bing11％」だった為、Googleは変わらず、Bingが若

干シェアを伸ばし、逆にYahoo!がシェアを落として

いる状況です。Yahoo!はBingの検索エンジンを

使っている限り伸び率は今後も低いでしょう。 

スペインの検索エンジンシェア 

Googleが圧倒的なシェアを保っており、Yahoo!は

1％未満と全く振るわない結果です。 

Conduitは西欧で見かけるapp publishersで人気が

高く、スペインでは3％のシェアを持っているので

健闘しているといえるでしょう。 

イギリスの検索エンジンシェア 

西ヨーロッパは総じてGoogleの割合が高く、イタリ

ア・ドイツ・スイスなどもGoogleのシェアが概ね85％

を超えており、BingやYahoo!は苦戦している地域と

いえます。 

フランスの検索エンジンシェア 

他の国と同様、Googleが圧倒的なシェアを持って

います。その他には0.9％ですが、Orangというフラ

ンステレコムの子会社である携帯キャリア会社が

ランクインしています。 

出典：アメリカ__米comScore 2012年1月調査結果、その他__米comScore 2011年8月調査結果 

93%

3%
2% 2%

Google

Conduit

Bing

その他

90%

4%
3% 3%

Google

Bing

Yahoo!

その他

92%

3%
2% 3%

Google

Bing

Yahoo!

その他

66%
15%

14%

5%

Google

Bing

Yahoo!

その他

７. 各国の検索エンジンシェア （米・ヨーロッパ編） 
Section1. Google基本情報 
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独自の検索エンジンを保有する4社と、Web検索で提携する主要パートナーをご紹介いたします。 

※2010年12月独自検索エンジンYSTから変更 

2013年12月18日をもって 
検索サービスの提供から撤退 

提携パートナーなし 

８. 日本の検索エンジン市場図 
Section1. Google基本情報 
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１. はじめに・・・ 

この章では、 

クローラ ～ インデックス ～ アルゴリ

ズムに至る検索ランキングの仕組み

や、日々順位が異なる理由を解説い

たします。 

Googleが掲げる信念「ユーザーが求める関連性が高い情報を適

切に返すこと」を実現するため検索アルゴリズムの開発や調整を

日々繰り返し行っています。インターネット上の情報量も多くなり、

検索するユーザーのリテラシーも高くなるにつれて、利便性を高

めるために改良を加え進化をすることは必然といえるでしょう。 

 

では、順位を決定づけるランキングアルゴリズムの変更は毎年ど

れくらい実施しているのでしょうか。 

「13,311個の精度評価」 

「8,157個のABテスト」 

「2,800個のクリック評価」 

を2010年には実施し、結果として「516個のアルゴリズム変更」を

行っています。 

変更があるもの全てが順位に影響を与えているわけではありませ

んが、順位に多大な影響を与える変更も年に数回行われていま

す。 

 

 

 

 

 

Googleの内情はベールに包まれており、特に検索システムの核と

なるアルゴリズムの全体像を知る人は、社員の中でも数人しかい

ないと言われています。 

断片的にエンジニアブログや論文などを通じて、その一部を知る

ことは可能です。この機会にGoogleの各種技術や仕組みなど、

「Googleという巨大なプログラム」についての理解を深めていただ

ければと考えています。 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 
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検索結果に表示されるまでの検索エンジンの仕組みをご紹介いたします。 

２. Google検索エンジンの仕組み vol.１ 

ステップ01 ステップ02 ステップ03 ステップ04 

※Googleからの公式見解がない部分は、当社独自の見解を記述しています。 

クローラがサイト情報を収集   
URLサーバから指示を受けたクローラが、世界中のあらゆるサイト情報を収集し、レポジトリに保管 

URLサーバ クローラ レポジトリ 

巡回 保管 
巡回指示 

WEBネットワーク 

ステップ01 ステップ02 ステップ03 ステップ04 

インデクサ処理でサイト情報を分解   
クローラが収集した情報を様々な角度から分解・解析してサイト情報を整理 

DocIndex URL ｌｉｓｔ 

サイト構造解析 

Links 

単語情報解析 外部リンク解析 

Lexcon Barrels 

AND AND 

サイト内部情報、外部リンク情報、サーバ情報、ドメイン情報など数百項目のデータを抽出 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 
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検索結果に表示されるまでの検索エンジンの仕組みをご紹介いたします。 

３. Google検索エンジンの仕組み vol.２ 

ステップ01 ステップ02 ステップ03 ステップ04 

※Googleからの公式見解がない部分は、当社の見解を加味して記述しています。 

インデックスにサイト情報を保存   
解析した全サイトデータを格納するデータベース、常に更新を行っており新鮮な状態を保っている 

ステップ01 ステップ02 ステップ03 ステップ04 

順位アルゴリズムでサイトを評価   
インデックスから情報を取り出し、順位アルゴリズムによって順位を決定、情報を整理して検索結果に反映 

インデックス 

保存 

検索結果画面に表示 

インデックスから
情報取り出し 

情報整理 

保存 

保存 

アルゴリズム
で順位決定 

検索エンジンンの核、アルゴリズムの中身はブラックボックスで未公開、全貌を知ることは不可能 

サイトデータ サイトデータ 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 
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４. Google検索エンジンの仕組み vol.３ 

検索エンジンの仕組みで必ず覚えていただきたい用語は、「クローラ」「インデックス」「アルゴリズム」の3つ。 

この仕組みを理解することがSEOのスタートラインです。 

クローラ（Crawler） 

検索結果に表示させるためには、まずは検索エンジンにサイトを認識してもらう必要

があります。その第一歩は、クローラ（スパイダーやボットとも言います）にサイトを巡

回してもらうことです。 

インデックス （Index） 

クローラが収集し、インデクサでサイト情報を解析されたデータは全てこのインデック

スに保存され、ユーザーが検索をリクエストした際は、このデータベースから情報を抽

出しています。ここに保存されないと検索結果に表示されることはありません。 

2010年6月には「Caffeine」というインデックスシステムが開発されました。インデックスされたサイトの情報は

項目ごとに分割され、新たな情報が加われば瞬時に更新されることから、数分前のホットな情報をリアルタ

イムで検索結果に表示させることを可能にしています。項目ごとに分解されたデータが全体で絶えず更新さ

れているため、更新内容によっては順位変動が起こることもあります。 

アルゴリズム （Algorithm） 

検索順位を決定づけるランキングプログラムのこと。インデックスされた情報に、この

アルゴリズムで計算することで各キーワードの順位が決定されます。まさに検索エン

ジンの核、最重要箇所といえるでしょう。 

アルゴリズムの仕組みは複雑です。評価項目は200以上あり、この要素に優先順位が付けられ、それぞれ

の項目にスコアを割り振ることで、サイトの価値を数値で判断しています。この数値が高い順にランキング

が構成され、検索結果画面に１位から表示されます。 

核心に触れる部分はブラックボックスで中身は一切公表されておらず、全体像を知ることは出来ません。 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 
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５. Google検索エンジンを数値化 

毎日何十億もの検索がされており、検索をしてから約0.25秒で検索結果に表示させる、Google検索エンジン

の舞台裏をのぞいてみましょう。 

インデックス量は、1億ギガバイトを超えている 

インデックスの構築に費やした処理時間は累計で100万時間を超えている 

検索する前に 

検索結果が返されるまで、平均で2,400キロメートルの旅をしている 検索中に 

1日の検索件数のうち16％の検索が新規である 検索結果 

2003年以降、4,500億もの新ユニーク検索キーワードに応答している 

アルゴリズムは200を超える要素に基づいている 

アルゴリズムは毎年500件以上の改良を加えている ランキング 

出典： 瞬時の検索
http://static.googleusercontent.com/media/www.google.co.jp/ja/jp/intl/ja/insidesearch/howsearchworks/assets/searchInfographic.pdf 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 
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順位変動は毎日起こるもの！ 

下図は、当社で監視しているキーワードの順位変動を独自の計算でグラフ化したものです。（数値が高くなる

ほど順位変動が激しいことになります） 

ご覧いただいて分かるように検索結果は毎日動いており、検索エンジンは常に新鮮な情報を検索結果に表

示する努力をしています。変動の大きさ、変動する理由は様々あります。 

順位変動が毎日起きる理由は？ 

順位が毎日変動するのは複数の理由が存在します。Googleから変更のアナウンスがされる場合もあります

が、多くは公開されず、その変動がどのような理由によるものかを自らが探索する必要があります。では、ど

のような理由から順位が日々変わるのでしょうか？ 

図 ： 順位変動率の推移（当社独自基準） 

1 インデックス に保存されているデータが更新された時 

６. 順位変動が起こる理由 

1.0%

1.1%

1.2%

1.3%

1.4%

1.5%

1/1 1/4 1/7 1/10 1/13 1/16 1/19 1/22 1/25 1/28 1/31

2 アルゴリズム が刷新された時 

3 ガイドライン違反 と判断され手動で警告を受けた時 

4 バケットテスト（少数ユーザーを対象にしたテスト）が行われた時(一時的な変動） 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 
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７. インデックス更新による順位変動 

 

 

全体を絶え間なく日々更新しています。 

2010年6月にインデックスシステム「 Caffeine 」が導入されたことで、更新

速度・インデックスの量・処理能力が劇的に変化をし、数分前にアップした

情報が瞬時に検索結果に表示されることが可能になりました。 

更新の頻度は？ 

Ｑ A 

 

 

小さな順位変動が比較的多い。 

（3位 → 10位 、 8位 → 5位 など） 

変動の特徴は？ 

Ｑ A 

順位が動いた！その理由は？ 

インデックスによる変動の場合は、全体で順位が動くのではなく、評価が変わった特定サイトと、その周辺

サイトの一部に影響がでるパターンが一般的です。 

1 サイト内部を修正したことにより評価が変わった！ 

2 強力なバックリンクが増えた！あるいは減った！ 

3 バックリンクの価値が上がった！あるいは下がった！ 

4 周辺の競合サイトの評価が変わった！ 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 

etc. 
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８. アルゴリズム刷新による順位変動 

 

 

全体に影響を及ぼす変動は年に数回ほど。 

ユーザーインターフェースに関わる変更（例えば、検索結果画面のtitle表

示変更）など、順位に影響を及ぼさない変更は年に数百回行われていま

す。 

更新の頻度は？ 

Ｑ A 

 

 

大きな順位変動が比較的多い。 

（55位 → 7位 、 3位 → 30位 など） 

変動の特徴は？ 

Ｑ A 

順位が動いた！その理由は？ 

アルゴリズムによる変動の場合は、特定のサイトだけに影響がでるのではなく、大きな刷新であればある

ほど全体に影響を及ぼす傾向が高くなります。 

1 新たな評価項目が加わった！あるいは変更された！ 

2 評価項目の優先順位が変わった！ 

3 評価項目の計算方法が変わった！ 

4 周辺の競合サイトの評価が変わった！ 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 

etc. 
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９. ガイドライン違反による順位変動 

 

 

スパム行為の発見はアルゴリズムの自動と、人による手動の2パターンが

あります。アルゴリズムで対処できないスパム行為は、専門チームが人の

目により手動で確認を行い、不正が発覚した場合には、Googleウェブマス

ターツールから警告メッセージが送付されます。 

下落の背景は？ 

Ｑ A 

 

 

メッセージを受けた後、大きな順位変動が起こることが比較的多い。 

（7位 → 101位圏外 、 5位 → 90位 など） 

変動の特徴は？ 

Ｑ A 

順位が動いた！その理由は？ 

ガイドライン違反による変動の場合は、警告を受けたサイトのみが大幅に順位が変わります。ガイドライン

に反する行為を見直せばペナルティーは解除され、ある程度元の評価に戻ります。 

1 自作自演や不自然なリンクが貼られていると判定された！ 

2 低品質サイトから多数のリンクが貼られていると判定された！ 

3 内容が薄く付加価値が低いサイト（低品質アフィリエイトなど）と判定された！ 

4 大量生産型サイト、自動生成型サイト、コピーコンテンツサイトと判定された！ 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 

etc. 
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Aさんがあるキーワードで検索したところ「今日はランキングが上がり1位に表示されている！」 

しかし同僚のBさんにパソコンで確認してもらったところ「えっ！？昨日と変わらず3位に表示されていますよ。」 

こんな会話は、実は良く起こる事象です。 

検索順位はインターネットの環境によって左右されることがあります。なぜそのような事が起こるのか？その原

因をご説明いたします。 

インターネット環境によって変わる原因は？ 

順位がおかしいなと感じたら、ブラウザのプライベートブラウジング（プライバシーモード）を使い検索を確認し

てみましょう。 Cookieや一時ファイル、ページの訪問履歴を残さずにWebサイトを開ける対処法です。 

1 Googleアカウントにログインしており、パーソナライズ検索の影響がでている。 

2 ブラウザのクッキーを参照され、パーソナライズ検索の影響がでている。 

3 ログアウト状態での検索内容に基づいたカスタマイズを有効にしている。 

4 Googleが日々行っているバケットテスト（少数ユーザーを対象にしたテスト）に該当している。 

5 検索結果画面の表示数を通常の10件から変更している。 

１０. 検索順位の相違について 

図：Aさんの検索結果 図：Bさんの検索結果 

1位 Ａサイト 

2位 Bサイト 

3位 Cサイト 

4位 Dサイト 

5位 Eサイト 

6位 Fサイト 

1位 Bサイト 

2位 Cサイト 

3位 Aサイト 

4位 Dサイト 

5位 Eサイト 

6位 Fサイト 

Section2. 検索アルゴリズムのメカニズム 
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１. はじめに・・・ 

この章では、 

ランキングアルゴリズムの重要な刷

新履歴より、検索エンジンの進化の

過程と特徴的な仕組みを解説いたし

ます。 

Google検索エンジンの黎明期を支えた技術は、学術論文の評価

（評価が高い論文は引用される回数が多い）を外部リンクの概念

に応用したPR（ページランク）です。 

リンクでつながるWeb世界の発想を応用したテクニックで、Google

は他の検索エンジンにはない評価軸を作り上げることに成功、当

時の評価軸は内部よりも外部の比重が高い状態でした。 

しかし、外部リンクは誰もが人工的に構築できることから、順位の

操作を意図した低品質リンクが横行してしまいます。この問題を解

決するために、年々数々のアルゴリズム更新が行われ、今ではサ

イト内部の状況を的確に把握できる検索エンジンに生まれ変わっ

ています。 

 

 

 

 

 

近年で最も順位に影響を与えたアルゴリズムの刷新といえば、

2011年の「ペンギンアップデート」と「パンダアップデート」を思い浮

かべる方が多いのではないでしょうか。 

 

 

2011年を境に、外部と内部の評価比重は逆転しています。 

人工的なリンクビルディングに頼る外部対策にNGを宣言し、意図

的に順位を操作するような悪質なサイトには警告メッセージを送

付、場合によっては順位を大幅に下げるペナルティーの対応をし

ています。 

内部は2013年の「ハミングバード」で言語理解力の開発が一気に

進み、コンテンツの読解力が格段に進化しています。 

検索エンジンとの相性を考慮したサイト設計、ユーザー目線で構

築された内部重視のサイトが、高評価を得る時代になっています。 

Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 
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更新日 重要度 名称 

2003年11月 【米国】 フロリダ・アップデート （ Florida Update ） 

2005年12月 【米国】 ビッグダディ・アップデート （ Big Daddy Update ） 

2008年03月 【米国】 デューイ・アップデート （ Dewey Update ） 

2009年02月 【米国】 ヴィンス・アップデート （ Vince Update ） 

2010年04月 ☆ サイトスピード・アップデート （ Site Speed Update ） 

05月 メーデー・アップデート （ Mayday Update ） 

06月 ☆☆☆ インデックスシステム「カフェイン」導入 （ Caffeine ） 

2011年02月 【米国】 パンダ・アップデート （ Panda Update ） 

11月 フレッシュネス・アップデート （ Freshness Update ） 

2012年01月 ☆ ページレイアウトアルゴリズム更新 （ Page Layout Algorithm ） 

04月 ☆☆☆ ペンギン・アップデート （ Penguin Update ） 

07月 ☆☆☆ パンダ・アップデート （ Panda Update ） 

10月 ☆ 日本独自のアルゴリズム・アップデート 

10月 EMDアルゴリズム更新 （ EMD Algorithm ） 

12月 ☆☆ ナレッジグラフ導入 （ Knowledge Graph ） 

2013年09月 ☆☆ SSL検索導入 （ SSL ） 

09月 ☆☆☆ ハミングバード導入 （ Hummingbird ） 

10月 【米国】マグショット・アップデート （ Mugshot Update ） 

２. 検索アルゴリズムの刷新歴史 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 
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３. ページランクとは？ 

時間の経過とともに品質を高めるシグナルが次々に追加され、ペー

ジランクの指標は200以上あるアルゴリズムの中で重要性は非常に

小さくなっています。 

ツールバーのページランクは、過去の数値を表示しているにすぎま

せん。該当ページの価値を判断するヒントにはなりますが、日常的

に気にする必要はないと言えるでしょう。 

Googleの創業者であるラリー・ペイジとサーゲイ・ブリンが開発した、

外部リンクの評判を判断するGoogle独自のアルゴリズムです。 

サイトＡからサイトＢへのリンクを、サイトAによるサイトBへの支持投

票とみなし、この投票数やサイトの質によりそのページの重要性を

判断します。評判が高いページからのリンクはより高く評価されて、

それを受け取ったサイトを「権威があるページ」として判断します。 

サイトA 

100スコア 

・リンク1 

・リンク2 

サイトB 

75スコア 

・リンク1 

サイトC 

50スコア 

・リンク1 

・リンク2 

サイトD 

100スコア 

・リンク1 

50スコア 

25スコア 

50スコア 

25スコア 
75スコア 

図 ： ページランクの概念図 

100スコア 

100 

50 

75 

100 

Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

ページランクの価値 

ページランクの仕組み 
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Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

４. サイトスピード・アップデートとは？ 

1. 画像は解像度を下げファイルサイズを小さくすること 

2. CSS、 JavaScriptファイルを外部化し軽量化をすること 

3. 外部ファイルの記述順は、CSS→JavaScriptの順番にすること 

4. 不要なタグを取り除く、あるいはまとめること 

5. ネットワークの負荷（データ転送量）を減らすこと 

表示速度を速くするポイント 

サイトパフォーマンス 

2010年4月9日にページの表示速度を、検索順位を決める要因の一

つとしてアルゴリズムに採用したことを米Googleが発表しました。 

ただし、影響範囲は全体の1％以下と限定されており、200以上ある

アルゴリズムの中で優先順位も低いことから、過剰に反応する必要

はありませんが、改善できる部分は修正しましょう。 

表示速度を調べるツール： http://developers.google.com/speed/pagespeed/insights/ 
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５. カフェインとは？ 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

Caffeineが可能にしたこと 

話題になっていることや最新ニュースを検索すると、数分前にアップ

された情報を目にすることがあると思います。 

これは、アップされたページを瞬時にインデックスすることができた

Caffeineの導入によるものです。常に新鮮な検索結果を保つことが

でき、ユーザーが求める最新情報の提供が可能になりました。 

2010年6月8日、インデックスシステムの再設計・再構築プロジェクト

であったコードネーム「Caffeine」が導入されました。 

これまでページの保存と検索結果への反映に大きな時間差が発生

していたインデックスシステムを、絶え間なく全体を更新することで

常に最新情報が保てるようになりました。 

新インデックスシステム 

9 更新が速い層もあれば遅い層もあるレイヤー構造だった 

9 メイン層は2週間に1回更新 

9 更新するためにはWeb全体を分析しなおす必要があった 

9 情報を保存してから検索結果に反映されるまで時間を要した 

Old Index 

9 スピードが約50％改善された 

9 インデックスできる量が増えた 

9 処理能力が大幅に強化された 

9 新しいページが発見されれば即座に検索可能となった 

New Index 
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６. ページレイアウトアルゴリズムとは？ 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

更新頻度 

1回目 ： 2012年01月19日 

2回目 ： 2012年10月10日 

3回目 ： 2014年02月11日 

全検索に与える影響は初回が1%未満、2回目が0.7%未満、3回目は

発表がありませんが1％を超えることはないと考えられます。 

2012年1月19日、ページレイアウトに関するアルゴリズム改良が発

表されました。スクロールせずに見えるファーストビュー領域におけ

る重要度の変更です。 

ファーストビュー領域に「ほとんどコンテンツがない」あるいは「広告

が占める割合が多い」場合はサイトの評価が下がります。ただし、

広告を設置するとペナルティーを与えると言っているわけではなく、

極端にユーザーの利便性が損なわれるページが対象になります。 

ユーザー目線のサイト作りが重要 

听
司
呎
吐
吟
吪
吼
呎
領
域 

※広告の割合は公表はされていませんが、領域の50％以下にすることをお薦めします 
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７. ペンギン・アップデートとは？ 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

ペナルティー後の対応 

ペンギン・アップデートはアルゴリズム（自動処理）によるペナル

ティーで、手動のペナルティーではありません。 

よって、違反箇所を修正すれば、ほとんどの場合は一定の時間が

経過すると、再クロール・再インデックスされてアルゴリズムで処理、

ペナルティが自動的に解除されます。 

2012年4月25日、Googleの品質に関するガイドラインに違反している

サイトについて、その掲載順位を下げる対策を実施しました。このア

ルゴリズムの変更は、Webスパムを削減し、良質なコンテンツを促進

するためのGoogleの新たな試みです。 

下記の表はガイドライン違反に該当する一例です。 

Webスパムの排除 

内部 

外部 

１ 

２ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

対策キーワードの羅列、詰め込みすぎ、隠しテキスト 

自動生成されたコンテンツ 

PageRankを転送するリンクの売買 

過剰なリンク交換（相互リンク目的のページ作成含む） 

質の低いディレクトリやブックマークサイトのリンク 

多サイトのフッターやウィジェットに埋め込まれたリンク 

コンテンツに関係のないリンクが多いサイトからのリンク 

外部リンクが過剰に設置されているページからのリンク 

十分な付加価値のないアフィリエイトサイトなど ３ 
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８. パンダ・アップデートとは？ 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

低評価を受けてしまうと 

2012年7月18日、低品質なサイトの掲載順位を下げ、同時に、良質

なサイトの掲載順位をより適切に評価する対策を実施しました。  

例えば、ユーザーにとってあまり価値のないサイト、利便性の低い

サイト、他のサイトからのコピーで構成されているようなサイトの掲

載順位は下がります。一方、独自の研究や報告、分析など、ユー

ザーにとって重要な情報を提供しているサイトの掲載順位はより適

切に評価されるようになります。 

付加価値が高いサイト作りが重要 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

全ページ、ページ内容に適したtitle・descriptionになっているか 

付加価値があると自信をもって回答できるコンテンツか 

第三者が提供している情報だけのページ構成でないか 

サイト内に重複コンテンツが多くないか 

メインコンテンツ部分の情報量が少なくないか 

ユーザーに価値があると思われるページ内容か 

７ 

８ 

アフィリエイトリンクだけで構成されたページでないか 

広告が中心になっているページ構成でないか 

☑ 

☑ 

☑ 

☑ 

☑ 

☑ 

☑ 

☑ 

訪問数 
下落 
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９. 日本独自のアルゴリズム・アップデートとは？ 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

評価されるサイトは 

独自の研究や報告、分析など、ユーザーにとって重要な情報を提供

しているサイトの掲載順位はより適切に評価されるようになります。 

付加価値がある、ユーザーが満足する有益なコンテンツが重要と考

えれば間違いありません。 

2012年10月23日、日本語での検索向けに、良質なサイトの検索順

位を改善するアルゴリズム変更を実施しました。 

今回のアルゴリズムのアップデートは、独自コンテンツを持つサイト

をより積極的に検索結果に表示する変更です。パンダ・アップデート

の更新対応に近いと思われます。 

オリジナルコンテンツの重要性 

× 

評価低い 

img 

他サイト情報の引用 

img 

① ユーザーにとって価値がない 
② 利便性が低い 
③ 他サイトのコピーで構成されている 
④ オリジナルコンテンツが少ない ○ 

評価高い 

img 

全て独自コンテンツ 

img 

① ユーザーにとって価値が高い 
② 利便性が優れている 
③ 独自コンテンツで構成されている 
④ 情報量が豊富 

title 

title 

img 
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１０. ナレッジグラフとは？ 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

Googleが持つデータ量 

9 5億7千万以上の人や場所、ものごとに関する情報（エンティティ） 

 

9 180億以上の属性や関連性を含む構造化されたデータベース 

2012年12月5日、文字列としか認識していなかった単語や入力され

たキーワードが、何を意味するか、何と関連するのかを把握して、

検索結果の一部として表示する機能を実装しました。 

検索結果画面の右側パネルに表示されます。 

下図はスカイツリーで検索した際に表示されるナレッジグラフです。 

文字列ではなくモノや存在を認識 
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１１. SSL検索導入とは？ 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

他の検索エンジンは 

米Yahoo! 

2014年1月、全ユーザーに対してSSL検索を強制的に適用。 

Googleと異なり参照元がYahoo!であることも分かりません。 

Bing 

2014年1月、試験的に導入、強制ではなくSSLを使いたい人だけが

使える選択制のオプションにしています。 

2013年9月中旬、検索ユーザーのプライバシー保護を目的に、

Googleで検索した際の接続が全て暗号化（SSL）されてしまいました。 

この変更により、アクセス解析ツールでのGoogleのオーガニック検

索からの検索キーワードの取得が不可能になり、キーワードが取得

できなかったトラフィックは「not provided」に集約されてしまいます。 

HTTPSに強制リダイレクト 

約1ヵ月前と比較し1.8倍に増加！ 

9月19日前後から「not provided」が増加している例 

海外では約82％が「not provided」の事例も 出典： http://www.notprovidedcount.com/ 
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１２. ハミングバードとは？ 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

影響 

複雑な検索キーワードに対する検索結果の改善になり、1語や2語

の特定キーワードに与える影響は非常に低いと考えます。 

 

導入による検索結果の変化も、当社ではほぼ観測されていません。 

会話型検索の向上 

300名が入れる会議室が借りられる、フルスピードから最も近い所はどこ？ Ｑ 

「会議室が借りられる」 「貸し会議室」を意味することが理解できます 

「最も近い」 「渋谷区円山町付近」であることが理解できます 

「所」 「貸し会議室」を意味することが理解できます 

会話型検索（文章形式の自然文）能力の向上です。検索キーワード

の特定単語ではなく、個々の単語との関わりあいに注意し文章全体

で話し言葉や、その文章が持つ背景や文脈を理解しようとします。 

必ずしも検索キーワード全ての文字列が含まれていなくても、意味

的・文脈的に関連性や適合性の高い検索結果を表示できるように

なりました。 
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１３. Googleのポリシーとは？ 
Section3. 検索アルゴリズム進化の歩み 

GoogleはSEOを否定しているわけではありません。ユーザーの満足度を高めるひとつの対策として、SEOを

有効に、正当に活用してくれることを願っています。 

Googleのスタンス 

 

ホワイトハットSEO（ウェブマスター向けガイドラインに違反しないSEO）は多くの場合、サイトの使い勝手の改

善や、素晴らしいコンテンツ作成の助長、サイト表示の高速化など、ユーザーと検索エンジンの両方に良い

効果をもたらします。また、優れた検索エンジン最適化はマーケティング的視点で見ても非常に有効である

ことが多いのではないでしょうか。サイトをより魅力的にするような方法、工夫を考えることは検索エンジンに

も、ソーシャルメディアにも非常に有効です。良質なサイトを制作することは、しばしばウェブ上のサイトの評

判を向上させ、その結果より多くのサイトからのリンクの獲得や、多くのユーザーのサイト訪問をもたらすで

しょう。 

 

※ 2012年4月25日発表のGoogleウェブマスター向け公式ブログから引用 



Section 4  検索テクノロジーの裏側を知ろう 
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１. はじめに・・・ 

この章では、 

検索結果画面の使い方や見方、最

新の表示技術など、ユーザーイン

ターフェースに関わる部分のご紹介

をいたします。 

Googleユーザーエクスペリエンスの基本は、 

「便利・スピード・シンプル・魅力・革新性・ユニバーサル・収益性・

美しさ・信頼性・人間味」という10原則を兼ね備えた設計です。

Googleは、この10原則の間の最適なバランスを追い求めて、新し

いテクノロジーの開発を絶えず続けています。 

 

Googleは、新しい技術革新を常に模索し、ユーザーの予想を超え

る使いやすさや利便性を実現するための新たな方法を常に探して

います。検索結果の表示方法の部分的な変更など、ユーザーの

目に留まらないほどのわずかな改良として形になることもあれば、

これまでの積み重ねをリセットした一からの取り組みが始まること

もあります。より便利なサービスを実現するために、複数のテクノ

ロジーを組み合わせることもあります。 

 

Googleは、これからもさらなる向上を目指して、常に未来に目を向

けた取り組みを続けています。 

 

 

 

 

 

検索エンジンと長い付き合いを考えている方は、まずは検索エン

ジンの仕組みについてしっかり理解し、テクノロジーを使いこなす

ことから始めましょう。 

 

 

Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 
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２. 検索結果画面の説明 

１ 

３ 

２ 

６ ８ 

７ 

５ 

４ 

1） メインサービスメニュー ： 「もっと見る→さらにもっと」をクリックすると全サービスが閲覧できます 

2） Googleアカウントのログイン ： ログインすると検索機能をカスタマイズすることができます 

3） 検索設定 ： 各種設定の有無や表示数の変更ができます 

4） 検索窓口 ： 調査したいキーワードを入力します 

5） 検索結果数 ： 検索結果に該当する件数と表示速度が表示されます 

6） 関連用語 ： 検索キーワードに関連する用語が表示されます 

7） 自然検索枠 ： 検索窓口で入力したキーワードに最も関連性が高い情報が表示されます 

8） ナレッジグラフ ： 検索窓口で入力したキーワードに関連する情報や地図が表示されます 

Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 

※検索するキーワード、ブラウザの種類、バージョンによって表示が異なる場合があります。ご理解ください。 
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３. 特定ジャンルの専門検索 

一般的に使われるWeb検索の他に、様々な専門の検索スタイルが用意されています。専門検索手法を使え

ば、具体的な回答を得られやすいので用途に応じて使いわけましょう。 

通常のWeb検索 

乗換案内 

論文検索 

ブック検索 

ブログ検索 

ショッピング
検索 

動画検索 

画像検索 

地図検索 

ニュース検索 

Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 
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キーワードの候補を教えてくれる機能 

検索窓口にキーワードを入力すると、最後まで入力しなくともユーザーが入力するであろうキーワードを先読

みして候補を提示してくれます。 

そして、関連性が高いキーワード候補が最大10件まで、検索窓口の下にプルダウン形式で表示されます。こ

れは、ユーザーが実際に検索しているキーワードの人気度や、検索数の多さが決め手になります。 

オートコンプリート機能は入力の手間が省けますし、気が付かなかった複合のキーワードの発見に繋がるな

どのメリットがあります。 

現時点では、検索アルゴリズムに組み込まれており、機能をオフにすることはできません。 

４. オートコンプリート機能とは？ 
Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 

最大10件まで表示 
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オリンピック 東京 

あらゆる情報を一度の検索で入手 

通常のWebサイトに加えて、結果ページに「画像・ニュース・動画・地図」などマルチメディアコンテンツも含め

て表示する検索のことを、ブレンデッド・サーチといい、Googleは「ユニバーサル検索」と名づけています。ユー

ザーの意図を解釈することによって、ユーザーが本当に欲しがっているものを提示する2007年5月にリリース

された機能です。 

例えば、以下のように「オリンピック 東京」で検索をすると「ニュース・画像・地図」コンテンツが表示されます。 

５. ユニバーサル検索とは？ 
Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 
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ユーザーが求める結果を予測 

「どの地域、どの言語でも最適な結果を提示」という理念に基づいた、地域の特性を考慮した文書解析のアル

ゴリズムです。 

同じキーワードでも、検索する地域によっては意味が異なる場合があります。そのような時に、最も関連性の

高い結果を表示するために場所を自動検出し、これを参考にそのキーワードはその国では何を意味している

かを解読、環境に応じて検索結果をカスタマイズして検索結果に返しています。 

６. ローカライズ機能とは？ 

football 

日本では 

アメリカでは 

イギリスでは 

10位以内は全て「サッカー」のサイトが表示されます 

「アメリカンフットボール」のサイトが多く表示されます 

「サッカー」のサイトが多く表示されます 

Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 

各国で「football」を検索すると・・・ 
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特徴その１ 「自然検索結果へエリア情報を挿入」 

Google+ ローカルページに登録されているサイトが最大7サイトまで、住所や電話番号付きで自然検索の中

に表示されます。下記は「渋谷 イタリアン」で検索した際、自然検索結果画面に表示された一例です。 

渋谷 イタリアン 

特徴 その２ 「ローカライズ機能が動く」 

現在地を設定すると、特定の地域の検索結果が表

示されるようになります。 

例えば、「ラーメン」で検索した場合、現在地情報が

「渋谷」であれば、渋谷付近のラーメンのお店情報

が表示されます。（右図参照） 

渋谷を「新宿」に変更し「ラーメン」で検索すると、新

宿付近のラーメンのお店情報が表示されます。 

７. プレイス検索とは？ 

特徴 その３ 「現在地の変更」 

変更は、検索窓口下にある「検索ツール」をクリック、その下に表示される右側の現在地で変更が行えます。 

このように、プレイス検索にはローカライズ機能が併用されています。 

Googleはユーザーがどこからアクセスしているのかを自動で検出（IPアドレスやロケーション履歴、ツール

バーの現在地情報の設定など）しています。 

ココ 

Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 
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全ユーザーを対象にした検索結果のカスタマイズ技術 

2009年12月5日、個人の検索履歴や行動から興味や関心を推測し、ユーザー独自の検索結果を返すアルゴ

リズムが全ユーザーへ適用されました。 2009年12月5日以前は、Googleアカウントにログインしているユー

ザーがパーソナライズ検索の対象でしたが、Googleアカウントにログインしていない場合でも、ブラウザの

Cookieに保存された過去の検索情報に基づいて、検索結果がカスタマイズされます。 

パーソナライズ検索を無効にする方法 

８. パーソナライズ検索とは？ 
Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 

1 直前の検索履歴をもとに検索結果が変わる 

2 閲覧する頻度が高いサイトの順位が向上しやすくなる 

3 ソーシャルでつながりがあるユーザーの情報が検索結果に表示される 

1 Googleアカウントからログアウトする 

2 ブラウザのプライベートブラウジング（プライバシーモード）を使う 

3 検索結果のURLの末尾に&pws=0を付けて検索する 

表：ログイン時とログアウト時の違い 
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世間の話題をリアルタイムにすくい上げるアルゴリズム 

９. QDF（Query Deserves Freshness）とは？ 

ある一定の期間において、ニュースやブログ・ソーシャ

ル・プレスリリースなどで特定のトピックスが急激に増

加した場合、Googleはそれを「ユーザーが求めている

価値が高い新鮮な話題」と判断し、一時的にそのキー

ワードに関する記事を優先的に検索結果の上位に表

示させます。このアルゴリズムをQDFといいます。 

（2011年11月4日にQDFを加速させたタイムリー検索が

リリースされています） 

 

キーワードに関連する世の中の出来事やユーザーの

関心事に大きく依存するため、一定期間を過ぎるとそ

のトピックスの順位は大きく下落します。 

 

例えば、右図は4月上旬に「入社式」で検索した際の

キャプチャーです。各社で入社式が行われた直後であ

り、入社式に関わる最新ニュースが10件中6サイトとあ

ふれていました。 

（現在「入社式」で検索をすると異なると思います） 

 

リアルタイムでおきている出来事について、最新のペー

ジ・情報を表示させたほうがユーザーの満足度が高ま

ることからの処置になります。 

 

入社式 

※10サイト中6サイトがホットな記事 

Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 
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パンくずリストの概要 

パンくずリストとは、サイトの場所をユーザーが把握して移動できるようにするための、一連のリンクのことを

いいます。パンくず情報をWebページの本文でマークアップすると、Googleはパンくず情報を識別し、その情報

を基にサイトタイトル下のURLがパンくずリストに変わります。 

 

確実にパンくずリストを表示させるには、ページ内に含まれるパンくず情報に意味付けをする必要があります。

これを構造化マークアップと言いますが、microdataかRDFa形式を適用して、「この部分がパンくずリストです」

と検索エンジンに伝えましょう。 

１０. 表示画面の刷新（パンくずリスト編） 

通常 
（URL表示） 

変更後 
（パンくず表示） 

Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 
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サイトリンクの概要 

検索結果画面で、説明文（スニペット）の下に表示されるリンクをサイトリンクと呼びます。ナビゲーションリン

クが複数行で表示されることがあれば、1行にまとめて表示する場合など2パターンあります。 

 

サイトリンクは、ユーザーの役に立つとGoogleが判断した場合のみ、検索結果に表示されます。サイトリンク

が表示される条件は公開されていませんが、1位～2位に表示されると設置される確率が高まります。 

 

現時点では、サイトリンクは完全に自動化されており、サイト管理者が表示の有無をコントロールすることはで

きません。サイトリンクはメニュー部分が表示されることが多いため、サイトの内部リンクでは、簡潔に情報を

伝え、繰り返しを避けたアンカー テキストとaltテキストを使用するようにします。 

表示されたサイトリンクURLが不適切である場合、または間違っている場合はウェブマスターツールからサイ

ト管理者の意向をGoogleに伝えることができます。 

１１. 表示画面の刷新（サイトリンク編） 

パターン2 
（1行表示） 

パターン1 
（ナビゲーション表示） 

Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 
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リッチスニペットの概要 

検索結果画面の説明文（スニペット）に、製品やサービスレビュー・評価などの付加価値情報を表示する「リッ

チスニペット」が2009年11月19日に導入されました。 

「ユーザーの総合評価」「レビューの件数」「価格帯」「調理時間」「カロリー」「動画再生時間」など、該当サイト

の評価を定量的に判断できます。 

 

リッチスニペットを表示できるようにするには、ページにmicrodata （推奨） ・microformats・RDFaの3種類のい

ずれかで構造化マークアップし、Googleの専用フォームに必要事項を記入して送信します。ただし、必ずしも

表示されるわけではなく、品質に関するガイドラインの基準を満たしていることが表示の条件です。 

１２. 表示画面の刷新（リッチスニペット編） 

商品 
（レビュー数・価格） 

グルメ 
（レビュー数・価格） 

レシピ 
（時間・カロリー） 

動画 
（アップ日・アップ元） 

Section4. 検索テクノロジーの裏側を知ろう 



Section 5 知っておくと便利な検索のワザ 
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１. はじめに・・・ 

この章では、 

検索効率がものすごく上がるワザや

コツなど検索を使いこなす方法、そし

てGoogleが検索に込めた遊び心をご

紹介いたします。 

欲しい情報が検索で簡単に手に入る時代になっていますが、探し

ている情報が見つからない、あるいは友人に教えてもらったサイト

にたどり着けないなどの経験をされた方も多くいると思います。 

検索力によって得られる情報量に差がでることは珍しくありません。 

 

検索を上手に使いこなす方法は2とおりあります。1つめはキー

ワードの選び方を工夫すること、2つめは検索のワザを知る事です。

この章では、2つめの検索のワザをご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

親切なことにGoogleでは、検索コマンド（検索演算子）と呼ばれる

調査用の文字列や記号が用意されています。検索窓口に入力し

検索することで、特別な結果を得ることができます。多くの検索コ

マンドが用意されていますが、今回は生活や仕事中に手軽に使え

るものを抜粋しています。 

 

 

Google検索をもっと使いこなして、探したい情報にすぐにたどり着

けるようになりましょう。 

Section5. 知っておくと便利な検索のワザ 
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２. 検索の基本ルール 

検索のワザを磨く前に、まずはGoogle検索の基本ルールを理解しましょう。 

大文字と小文字の区別は気にしない １ 

「new york times」の検索結果は、「New York Times」の検索結果と同じになります。 

スペルは気にしない ２ 

スペルチェック機能により、入力する単語の最も一般的なスペルが自動的に補完されます。 

記号は気にしない ３ 

句読点などの記号は無視されます。@#%^*()=[]¥ やその他の特殊記号も無視されます。 

検索に使える特殊記号 ４ 

プラス「 + 」、 アットマーク「 ＠ 」、 アンド「 ＆ 」、 パーセント「 ％ 」、 ドル「 $ 」、 シャープ「 ＃ 」 
ハイフン「 - 」、 アンダースコア「 _ 」 

Webページに使われやすい語句を使う ５ 

Webページで使われている可能性が高い単語を使うことで、最適な結果が得られます。「頭が痛い」ではな
く、「頭痛」を使うようにします。そのほうが、医療関係のWebサイトで使われている可能性が高いからです。 

ハイフン「 - 」、 アンダースコア「 _ 」は別の意味として処理する ６ 

2つの単語がハイフン「 - 」で結ばれている場合は2単語を区別して認識するが、アンダースコア「 _ 」の場
合は2単語を結合して判断します。（ディレクトリー名称やページ名称の検討の際に参考にしてください） 

Section5. 知っておくと便利な検索のワザ 
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検索コマンド（検索演算子）と呼ばれる文字列や記号を検索窓口に入力して、検索結果を絞り込むことができ

ます。代表的な検索コマンドを紹介しますのでお試しください。 

指定したドメイン内にあるページリストを確認したい 

site:fullspeed.co.jp 
site: 

３. Google検索のワザ 検索コマンド編 

使い方 「 site:ドメイン 」 

指定したドメイン内にある該当文字列が含まれた記事を検索したい 

site:fullspeed.co.jp サービス 
site: 

使い方 「 site:ドメイン 半角スペース 該当文字列 」 

Googleがサイトを最後にクロールしたときのスナップショットを確認したい 

cache:fullspeed.co.jp 
cache: 

使い方 「 cache:ドメイン 」 

サイト情報（キャッシュ、類似したページ、リンクしているページなど）を確認したい 

info:fullspeed.co.jp 
info: 

使い方 「 info:ドメイン 」 

指定したURLとサイトテーマが類似したページを確認したい 

related:fullspeed.co.jp 
related: 

使い方 「 related:ドメイン 」 

本文中body～bodyに記述された該当文字列が含まれたページだけを確認したい 

intext:フルスピード 
intext: 

使い方 「  intext:該当文字列 」 

Section5. 知っておくと便利な検索のワザ 
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URLに該当文字列が含まれるページのみを確認したい（日本語も検索可能） 

inurl:SEO inurl: 

４. Google検索のワザ 検索コマンド編 

使い方 「 inurl:該当文字列 」 

ページタイトルに該当文字列が含まれるページのみを確認したい 

intitle:SEO 

使い方 「 intitle:該当文字列 」 

指定したドメイン内のタイトルに該当文字列が含まれるページのみを確認したい 

site:fullspeed.co.jp intitle:サービス 

使い方 「 site:ドメイン 半角スペース intitle:該当文字列 」 

完全に一致する語句またはフレーズを検索したい 

“Googleの検索エンジンは” 

使い方 「 引用符 語句またはフレーズ 引用符 」 

特定語句を含む結果をすべて除外したい（例：SEOの結果からWikipediaを除外） 

SEO -Wikipedia - 

使い方 「 該当文字列 半角スペース –（ハイフン）該当文字列 」 

特定のファイルタイプだけを検索したい（例：フルスピードのpdfを探したい） 

filetype:pdf フルスピード 
filetype: 

使い方 「  filetype:pdf・doc・pptなど可能 半角スペース 該当文字列 」 

intitle: 

intitle: 

“・・・” 

Section5. 知っておくと便利な検索のワザ 

検索コマンド（検索演算子）と呼ばれる文字列や記号を検索窓口に入力して、検索結果を絞り込むことができ

ます。代表的な検索コマンドを紹介しますのでお試しください。 
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質問の回答を掲載しているサイトを探すのではなく、すぐに、直接回答が知りたい場合に便利な検索方法をご

紹介します。検索窓口の下に、直接回答が掲載されるのでお試しください。 

「時間」の後に「都市名」を入力すると現在の世界各地の時間が表示されます 

時間 日本 

換算したい金額と換算後の通貨を入力すると通貨換算の結果が表示されます 

1000円を米ドルに 

「天気」の後に「駅名か都市名」を入力すると世界各地の天気が表示されます 

天気 渋谷 

サッカーや野球などの球団名を入力すると試合の日程や結果が表示されます 

柏レイソル 

計算式を入力しEnterキーを押すと電卓機能で計算結果が表示されます 

10+2*5 

「地名」の後に「地図」を入力すると検索結果にその場所の地図が表示されます 

渋谷 地図 

「映画」の後に「地域」を入力すると地域付近で上映している映画が表示されます 

映画 渋谷 

５. Google検索のワザ お役立ち編 
Section5. 知っておくと便利な検索のワザ 
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住所から郵便番号を検索したり、郵便番号から住所が表示されます 

郵便番号 渋谷区道玄坂 

「地震」と入力すると6時間以内に発生した震度2以上の地震情報が表示されます 

地震 

「株価」の後に「企業名」を入力すると東証に上場している株価が表示されます 

株価 日産自動車 

「乗車駅から降車駅」の後に「乗り換え」を入力すると乗り換え案内が表示されます 

渋谷から新宿 乗り換え 

「運行状況（情報）」の後に「路線名」を入力すると路線の運行情報が表示されます 

運行情報 山手線 

高さ・重量・質量などの単位を変換できます 

大さじ1をccで 

「ヤマト」の後に問い合わせ伝票番号を入力すると配達状況が表示されます 

ヤマト 9999-9999-9999 

６. Google検索のワザ お役立ち編 
Section5. 知っておくと便利な検索のワザ 

質問の回答を掲載しているサイトを探すのではなく、すぐに、直接回答が知りたい場合に便利な検索方法をご

紹介します。検索窓口の下に、直接回答が掲載されるのでお試しください。 
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Googleの遊び心 

本来の目的や機能とは関係なく、開発者がこっそり隠したメッセージや画面のことを「イースターエッグ」と言

います。Googleでも、ある文字列を入力して検索すると予期せぬ結果がでる、ゲームで言う裏ワザのようなも

のが多数用意されています。（※ブラウザのバージョンや環境によって表示されない場合もあります。） 

Q 検索窓口に「askew」あるいは「tilt」と入力しエンターをクリックすると？ 

７. イースターエッグ 

検索結果画面が斜めに表示されます。askewとは「斜め」の意味です 

Q 検索窓口に「Zerg Rush」と入力しエンターをクリックすると？ 

ローマ字のO（オー）が降ってきて、赤色と黄色のOが次々と検索結果を破壊していきます 

Section5. 知っておくと便利な検索のワザ 
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Googleの遊び心 

本来の目的や機能とは関係なく、開発者がこっそり隠したメッセージや画面のことを「イースターエッグ」と言

います。Googleでも、ある文字列を入力して検索すると予期せぬ結果がでる、ゲームで言う裏ワザのようなも

のが多数用意されています。（※ブラウザのバージョンや環境によって表示されない場合もあります。） 

Q 検索窓口に「do a barrel roll」と入力しエンターをクリックすると？ 

８. イースターエッグ 

検索結果画面がぐるりと一回転します 

Q (sqrt(cos(x))*cos(200 x)+sqrt(abs(x))-0.7)*(4-x*x)^0.01, sqrt(9-x^2), -sqrt(9-x^2) from -4.5 to 4.5
で検索すると？ 

ハートのグラフが出現します 

Section5. 知っておくと便利な検索のワザ 
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１. はじめに・・・ 

この章では、 

サイト運用の担当者、インハウスの

SEO担当者に日々見て、使っていた

だきたい活用頻度が高い情報ソース

やツールをご紹介いたします。 

「SEOの正しい情報がほしい」「SEOの正しい情報はどこのサイトを

見ればいいのか」などを思い、検索をすると多くのSEO情報を得る

ことができます。 

しかし、正しい情報がどれで、誤った情報が何かを判断するには、

熟練した知識や経験が必要になることがあります。 

 

ご紹介するサイト以外にも、企業ブログや個人ブログで良質なも

のも数多くありますが、まずは基本的な理解から始めることが大

切ですので、Googleが発信する情報のみに厳選しました。 

誤った情報を得ることがないよう、Googleが公式に公開している代

表的な情報ソースやツールをご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

本書を作成するにあたり、紹介サイトの内容を引用・参考にさせて

いただきました。参考文献としてもご紹介させていただきます。 

Section6. 現場で使えるGoogle公式情報 
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２. オススメのGoogle公式情報 

ウェブマスター向け公式ブログ 最新の取組みや技術サポートなどお役立ち情報を紹介するブログ 

http://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/ 

ウェブマスター向けガイドライン Googleが推奨する取組みや仕組みをまとめたガイドライン 

https://support.google.com/webmasters/answer/35769?hl=ja 

Section6. 現場で使えるGoogle公式情報 
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３. オススメのGoogle公式情報 

公式ヘルプフォーラム 不明な答えを見つけたり一般ユーザーと交流ができるフォーラム 

http://productforums.google.com/forum/#!forum/webmaster-ja 

ウェブマスター ハングアウト Google+のビデオチャット機能であるハングアウトをライブ配信 

https://plus.google.com/events/cd5157o013umd3vj29qa0l5027g 

Section6. 現場で使えるGoogle公式情報 
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４. オススメのGoogle公式情報 

検索の仕組み 最新の検索機能、便利な情報、ヒントを紹介するサービスサイト 

http://www.google.com/intl/ja/insidesearch/ 

スターターガイド クローラビリティ向上に役立つヒントを紹介するガイドライン（pdf版） 

スターターガイド 

Section6. 現場で使えるGoogle公式情報 
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５. オススメのGoogle公式情報 

検索品質評価ガイドライン Google社内の検索評価担当者のトレーニング資料（英語pdf版） 

Matt Cutts Blog 米Googleサーチクオリティチームのマット・カッツ氏ブログ 

http://www.mattcutts.com/blog/ 

http://www.google.com/intl/ja/insidesearch/howsearchworks/assets/searchquality
evaluatorguidelines.pdf 

Section6. 現場で使えるGoogle公式情報 
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６. オススメのGoogle公式ツール 

Google ウェブマスターツール Googleとの相性を判断、改善できるサイト管理ツール 

https://www.google.com/webmasters/tools/?hl=ja   

AdWords キーワードプランナー Googleで検索されたキーワードの検索数が調査できるツール 

https://adwords.google.co.jp/ 

Section6. 現場で使えるGoogle公式情報 
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７. オススメのGoogle公式ツール 

Google トレンド 急上昇ワードやキーワード検索予測が調べられるトレンドツール 

http://www.google.co.jp/trends/ 

Google Analytics 世界で最も利用されている無料の高機能アクセス解析ツール 

http://www.google.com/intl/ja_jp/analytics/ 

Section6. 現場で使えるGoogle公式情報 
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１. 用語集 （SEO編） 
巻末資料. 関連用語集 

アルゴリズム 

検索エンジンの核である上位表示の法則を計算するランキングプログラムのこと。 

 

 

０１ 

インデックス 

クローラが集め、インデクサ処理で解析されたWebサイト情報を保存するデータベースの
こと。 

 

 

０２ 

インバウンドリンク 

Webページに掲載されているサイト内リンクのこと。別ドメインへのリンクはアウトバウンド
リンクという。 

 

 

０３ 

ウェブマスターツール 

Googleが無料で提供しているWebサイト管理ツールのこと。検索エンジンが認識している
Webサイトの状況やクロール情報など、Googleとの相性を判断、改善できるツール。 

 

 

０４ 

エンティティ 

ある単語、人物・物がどのような属性で関連付けされているかの情報のこと。例えば、フ
ルスピードのエンティティは「SEO」「渋谷」「マザーズ」などが想定される。 

 

 

０５ 

オーガニック検索 

検索結果画面中の、有料広告やスポンサー広告などを含まない検索結果部分のこと。 
自然検索あるいはナチュラル検索ともいう。 

 

 

０６ 

キャッシュリンク 

その時点でのページが表示されなくなった場合のバックアップとして保存している、各ペー
ジのスナップショットのこと。検索結果のキャッシュをクリックすると閲覧できる。 

 

 

０７ 

クエリ 

検索をする際に使った検索キーワードのこと。 

 

 

０８ 

クラスタリング 

検索結果ページが同一ドメインのWebサイトで独占されないように、同一ドメインの表示に
上限を設けるルールのこと。 

 

 

０９ 
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２. 用語集 （SEO編） 
巻末資料. 関連用語集 

クローキング 

ユーザーと検索エンジンに対し、それぞれ異なるコンテンツまたはURLを表示すること。 
スパム行為の一種。 

 

 

１０ 

クローラ 

世界中のあらゆるWebサイトを自動的に巡回し、Webサイト情報を収集するロボットのこと。 
スパイダーやボットともいう。 

 

 

１１ 

検索エンジン 

インターネット上に存在する情報を収集・保存し、キーワードなどで検索できる機能および
Webサイトのこと。 

 

 

１２ 

スモールキーワード 

比較的狭い概念をもつキーワードのことで、ニッチキーワードともいう。「転職」がビッグ
キーワードとすると「転職 店員 渋谷」がスモールキーワードにあたる。 

 

 

１３ 

スニペット 

検索結果画面で、Webサイトタイトルの下に表示されるWebサイト説明文のこと。 
HTMLソースのheadに記述されたdescription文章が引用されることが多い。 

 

 

１４ 

セマンティック 

言葉（単語や句）がどのような意味をもっているのかを理解する概念、または一連の技術
のこと。 

 

 

１５ 

相互リンク 

異なるWebサイト同士でリンクを貼りあうこと。 

 

 

１６ 

ディープリンク 

他のWebサイトにリンクを貼る際、トップページではなく下層ページに直接リンクをすること。 

 

 

１７ 

バケットテスト 

Googleが少数のユーザーに対して絶えず行っているテストのこと。 

 

 

１８ 
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３. 用語集 （SEO編） 
巻末資料. 関連用語集 

ビッグキーワード 

比較的広い概念をもつキーワードのこと。「転職」「美容」「レストラン」など。 

 

 

１９ 

ファインダビリティ 

Webサイトが、どれだけユーザーから見つけやすい状態にあるかを測定するための指標
のこと。 

 

 

２０ 

ページランク 

GoogleがWebサイトの被リンク評価をする指標として開発した技術のこと。公開されている
ものは0～10段階で表され、数値が大きいほど権威があるサイトと判断される。 

 

 

２１ 

被リンク 

他のWebサイトから受けるリンクのこと。バックリンクあるいは外部リンクとも呼ばれ、第三
者からの評価として検索結果向上に役立つ重要要素。 

 

 

２２ 

ランディングページ 

Webサイトへ訪問したユーザーが最初に見るページ、あるいは検索結果画面からクリック
した際に表示されるページのこと。 

 

 

２３ 

ワードサラダ 

主にコンピュータにより自動生成され、単語をランダムに並べたもので意味が通らない文
章のこと。 

 

 

２４ 

SEM（Search Engine Marketing、別名：検索エンジンマーケティング） 

SEOやリスティング広告など検索エンジンを通じて、トラフィック誘導の最大化を図るWeb
マーケティング活動の総称。 

 

 

２５ 

SEO（Search Engine Optimization、別名：検索エンジン最適化） 

検索エンジンとの相性を考慮してWebサイトを設計・修正することで、上位表示を目指すテ
クニックのこと。 

 

 

２６ 

XMLサイトマップ 

管理サイト上にあるページのURLリストのこと。通常のクロール処理では検出できない可
能性のあるURLを含む、全てのページを検索エンジンに知らせることができる。 

 

 

２７ 
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４. 用語集 （HTML編） 
巻末資料. 関連用語集 

アンカーテキスト 

HTML文章中のリンクに設定された文字列のこと。「<a href="○○">テキスト</a>」と記述
された中の「テキスト」の部分をさす。 

 

 

０１ 

パンくずリスト 

サイトの中で、ユーザーが今どのページにいるのかを、階層構造のリンクで簡潔に記述し
たリストのこと。 

 

 

０２ 

見出しタグ 

<h1>が最上位の大見出しで、以下数字が小さくなるにつれて下位の小見出しになり、
<h6>が最下位の見出し。SEOではそのページのテーマ性を判断する重要な要素。 

 

 

０３ 

CMS（Content Management System） 

HTMLなどの専門知識がないユーザーでも、テキストや画像を用意すれば簡単にWebサイ
トが制作できるように作られたソフト（WordPressやMovable Typeが代表的）のこと。 

 

 

０４ 

CSS（Cascading Style Sheets、別名：スタイルシート） 

Webページのデザインやレイアウトを定義する仕様のこと。 

 

 

０５ 

headタグ 

HTML文書のヘッダを示す要素で「title」「description」「link type」などが含まれる。この要
素の内容は、ブラウザ上には表示されない。 

 

 

０６ 

HTML （Hyper Text Markup Language） 

Webページのドキュメントを構築するために、文書構造を記述するマークアップ言語のこと。 

 

 

０７ 

Webブラウザ 

Webページを閲覧するためのソフトウェアのこと。主要ブラウザは「Internet Explorer(IE)」
「Firefox」「Chrome」「Opera」など。 

 

 

０８ 

W3C（World Wide Web Consortium） 

Web上で使用するための各種技術の標準化を行うために、1994年に設立された非営利団
体のこと。 

 

 

０９ 
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５. 用語集 （解析編） 
巻末資料. 関連用語集 

アクセス解析 

Webサイト訪問者の情報や傾向などの行動や特性を、定量的に分析する手法のこと。 

 

 

０１ 

インプレッション 

Webサイトに掲載された広告効果を計る指標の一つで、広告の表示（露出）回数のこと。 

 

 

０２ 

ユーザビリティー 

Webサイトの見やすさ、使いやすさ、分かりやすさなどユーザーの満足度の度合を判断す
るルールのこと。 

 

 

０３ 

リファラー 

ユーザーがWebページに訪れる直前に経由した参照元ページのこと。 

 

 

０４ 

CPA（Cost Per Acquisition、別名：顧客獲得単価） 

商品購入や会員登録など、成果1件当たりに発生したコストのこと。 

 

 

０５ 

CPC（Cost Per Click、別名：クリック単価） 

1クリックを獲得するのに発生したコストのこと。 

 

 

０６ 

CVR（Conversion Rate、別名：コンバージョン率） 

Webサイトを訪問したユーザー数に対して、そのWebサイトで商品購入や会員登録など成
約を行ったユーザーの割合を表した数値のこと。 

 

 

０７ 

PV(Page View、別名：ページビュー） 

Webサイトのページが閲覧された回数のこと。 

 

 

０８ 

UU（Unique Users、別名：ユニークユーザー） 

Webサイト内の特定ページを訪問したユーザーの数。同一Webサイトを同じ人が何度も訪
問した場合も、1ユーザーとしてカウントされる。 

 

 

０９ 
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６. 用語集 （その他） 
巻末資料. 関連用語集 

ディレクトリ 

ファイルを分類・整理するための保管場所のこと。 

 

 

０１ 

ドメイン 

コンピュータやネットワークの場所を識別する、インターネット上の住所のこと。重複しない
ように発行・管理されており同じものは世界にふたつとない。 

 

 

０２ 

パラメータ 

ソフトウェアを実行したりプログラム内で関数を呼び出したりするときに、その動作を指定
するために外部から与える設定値のこと。 

 

 

０３ 

リダイレクト 

あるWebページに訪問したユーザーを、別のWebページに自動的に移動させる設定のこと。 
301（永久的）や302（一時的）などの設定がある。 

 

 

０４ 

静的ページ 

Webサーバ内のコンテンツがそのままHTMLファイルとして生成され、表示されるページの
こと。 

 

 

０５ 

動的ページ 

asp や php、jsp、cgi等を利用してユーザーからアクセス要求があった時に、データベース
から情報を取得して生成されたページのこと。URL中に「?」や「&」が含まれもの。 

 

 

０６ 

IPアドレス 

インターネット通信で、ネットワーク上のコンピュータ1台1台を識別するために割り振られ
た番号のこと。4つの番号をドットで区切って表される。 

 

 

０７ 

robots.txt（ロボット・テキスト） 

検索エンジンに対する要求を伝えるファイルで、クローラに巡回してほしくないWebページ
やディレクトリなど、特別な設定条件を伝えるときに使用。 

 

 

０８ 

.htaccess（ドットエイチティーアクセス） 

ApacheなどのWebサーバで使用できる、Webサーバの動作をディレクトリ単位で制御する
ための環境設定ファイルのこと。 

 

 

０９ 
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